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日
銀
は
2
0
2
4
年
12
月
26
日
、「
日

本
銀
行
の
財
務
と
先
行
き
の
試
算
」（「
日

銀
レ
ビ
ュ
ー
」）
を
公
表
し
た
。
情
報
開

示
姿
勢
の
面
で
は
一
歩
前
進
な
が
ら
「
金

融
政
策
の
多
角
的
レ
ビ
ュ
ー
」
公
表
の
わ

ず
か
1
週
間
後
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、

い
か
に
も
チ
グ
ハ
グ
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

こ
の
先
10
年
間
に
わ
た
り
、「
市
場
金
利

が
織
り
込
む
金
利
見
通
し
」
の
下
で
は
収

益
は
一
貫
し
て
黒
字
を
維
持
し
、
自
己
資

本
の
減
少
は
小
幅
で
済
む
。「
よ
り
厳
し

い
仮
定
を
置
い
た
場
合
」
で
も
収
益
は
28

年
度
の
2
兆
円
の
赤
字
を
ボ
ト
ム
に
以
後

回
復
し
、
自
己
資
本
は
大
幅
減
額
な
が
ら

債
務
超
過
転
落
は
ギ
リ
ギ
リ
で
回
避
さ
れ

る
、
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
が
よ
く
見
れ
ば
、
試
算
の
枠
組

み
や
前
提
、
開
示
の
仕
方
な
ど
、
問
題
は

い
く
つ
も
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、

E
T
F
（
指
数
連
動
型
上
場
投
資
信
託
）

の
扱
い
だ
ろ
う
。
今
回
の
日
銀
試
算
は
今

後
10
年
間
こ
の
E
T
F
を
保
有
し
続
け
、

そ
の
運
用
利
回
り
は
19
～
23
年
度
、
日
経

平
均
株
価
が
9
割
も
上
昇
し
た
こ
の
5
年

間
の
平
均
を
維
持
す
る
こ
と
が
前
提
。
国

債
買
い
入
れ
も
26
年
初
め
に
月
額
3
兆
円

ま
で
減
額
し
た
後
も
同
額
で
続
行
す
る
こ

と
が
前
提
だ
。「
今
後
10
年
間
低
金
利
状

態
を
維
持
し
、
株
価
も
絶
好
調
持
続
な
ら
、

〝
事
実
上
の
財
政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
〟
を
解

消
す
る
必
要
も
な
く
、
多
額
の
E
T
F
の

保
有
継
続
も
正
当
化
さ
れ
る
」
と
日
銀
は

言
い
た
げ
で
も
あ
る
。

　
去
る
1
月
31
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会

に
お
け
る
植
田
和
男
総
裁
の
参
考
人
質
疑

で
、
野
党
側
は
「
①
国
債
買
い
入
れ
を
皆

減
ま
で
減
額
、
か
つ
②
E
T
F
の
分
配
金

は
除
外
」
し
た
再
試
算
を
要
請
。
そ
の
結

果
は
、「
収
益
の
赤
字
幅
は
最
大
で
27
年

度
に
5
兆
円
弱
に
拡
大
。
自
己
資
本
は
28

年
度
以
降
マ
イ
ナ
ス
に
転
落
し
、
30
年
度

以
降
は
6
兆
円
前
後
の
債
務
超
過
状
態
が

継
続
」
だ
っ
た
。
実
は
こ
れ
で
も
長
短
金

利
の
前
提
設
定
は
〝
大
甘
〟
と
言
え
る
も

の
だ
。

　
今
回
の
財
務
試
算
で
あ
ら
わ
に
な
っ
た

の
は
「
何
と
し
て
も
債
務
超
過
転
落
は
回

避
し
た
い
」
と
い
う
日
銀
の
本
音
だ
ろ
う
。

か
つ
て
不
良
債
権
問
題
で
公
的
資
金
注
入

を
受
け
た
民
間
銀
行
へ
の
世
間
の
風
当
た

り
の
強
さ
が
彼
ら
の
胸
を
よ
ぎ
る
の
か
。

　
E
T
F
保
有
と
財
政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
続

行
が
前
提
の
財
務
試
算
を
公
表
す
る
日
銀

に
、
市
場
機
能
を
尊
重
す
る
姿
勢
は
お
よ

そ
な
い
。
欧
米
主
要
中
央
銀
行
の
姿
勢
と

の
差
は
明
白
だ
か
ら
こ
そ
、
日
銀
は
こ
の

試
算
を
「
多
角
的
レ
ビ
ュ
ー
」
の
中
に
は

と
て
も
盛
り
込
め
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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